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(Wed. Sep 15, 2021 12:00 PM - 1:00 PM  若手奨励・男女共同参画セミナー)

開会の辞

 

 

(Wed. Sep 15, 2021 12:00 PM - 1:00 PM  若手奨励・男女共同参画セミナー)

子連れ研究者留学体験記
*Miyoko Waki1 （1. Institute of Livestock and Grassland Science, NARO）

 
海外留学は身軽で体力があり仕事の都合もつけやすい若いうちに！とは研究業界の常識かもしれませんが、コロ

ナ禍で予定が狂ってしまったかたもいらっしゃるかもしれませんよね。私は、コロナのせいではないのです

が、40歳をすぎてから３歳の子供と二人で半年ほど、フランス環境農業技術総合研究所（ IRSTEA, 現 INRAE)へ留

学させていただきました。研究にさける時間とエネルギーには制限がありましたが、様々な方の助けを借りて無

事に研究と子供との生活を両立することができました。滞在中は、研究の進展について悩みながら、それ以上に

子供の預け先のことを常に心配していました。しかし、最終的に子供は４カ所の預け先を巡りつつ無事過ご

し、春から夏にかけての緑が美しいフランスでの生活を楽しみました。 本発表では、留学の準備に始まり、留学

中の研究・家庭生活、そしてフランスの幼稚園・ 学童・ベビーシッター事情など、また、子供と一緒に行って大

変だったこと、そして子供と一緒だったお陰で体験できた楽しい事柄などを紹介したいと思います。

 
 

(Wed. Sep 15, 2021 12:00 PM - 1:00 PM  若手奨励・男女共同参画セミナー)

コロナ禍で研究を続けるために
*Emiko FUKUI1 （1. Utsunomiya University）

 
各大学や研究機関では、コロナ禍で様々な対応を余儀なくされてきたと思います。 宇都宮大学では、立地環境か

ら、埼玉県や茨城県などから電車で通学している学生がいます。また、教職員は埼玉-東京から通勤している方も

おり、東京や埼玉の「緊急事態宣言」が出されるとそれに対して大学の[新型コロナウイルス感染症対策の大学方

針（ステージ１－５）]に従って対応が求められてきました。 この環境下で、卒論生、大学院の学生は、研究を続

けています。おそらく首都圏の大学は、当大学以上に厳しい対応を求められていることが考えられます。生活面

では、授業実習の TA時間の短縮、塾や飲食店の休業に伴うアルバイトの収入減少による生活不安が問題視されて

います。また、研究面では、緊急事態宣言により移動ができず、研究が遅れ気味となり、学会発表などを諦めざ

る得ない場合もあります。コロナ禍において、畜産業の振興や本学会の将来を担う若手研究者育成のために、オ

ンライン学会のメリットを生かして、多くの皆さんが意見交換することで、明日の研究につなげられる気持ちに

なれたら嬉しいと思います。

 
 

(Wed. Sep 15, 2021 12:00 PM - 1:00 PM  若手奨励・男女共同参画セミナー)

総合討論


